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第 1回片岡安賞
（日本建築協会論考コンクール）

募集テーマ：これからの建築と社会
　　　　　　ーその関係を問う

1次審査通過者による
公開プレゼンテーション

日本建築協会は創立100周年を迎えたのを機
に初代会長「片岡安」の名を冠した論考コ
ンクールを実施し、優れた論考を顕彰いた
します。昨年10月末迄に提出された論考に
対して11月から第 1次審査を進めておりま
す。その 1次審査通過者による公開プレゼ
ンテーションは、最終審査に向けた重要な
場となります。プレゼンターの熱のこもっ
た発表をぜひ会場で聴講下さい。

日　時　2018年3月10日（土）
　　　　13：00～15：00（予定）
　　　　※12：30より開場

会　場　綿業会館
　　　　新館 2階中会場
　　　　（大阪市中央区備後町2丁目5番8号）

審査委員
　舟橋國男（委員長・大阪大学名誉教授）
　岩前　篤（近畿大学教授）
　花田佳明（神戸芸術工科大学教授）
　山浦晋弘（安井建築設計事務所）
　勝山太郎（本会編集委員長）

■定　員　50名（申込先着順）

■参加費　無料

■申込み
　①催し名 公開プレゼンテーション
　②氏名（ふりがな）
　③職場名または学校名
　④住所
　⑤連絡先電話番号
　⑥E-mailアドレス
　 上記項目を明記しFAXまたはE-mailにて
下記までお申し込みください。

■申込先
　（一社）日本建築協会
　（担当：入谷）
　TEL：06-6946-6981
　FAX：06-6946-6984
　E-mail：hensyu2@aaj.or.jp

■締切り
　2018年 3 月 3 日（土）
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「第65回青年技術者顕彰」のご案内

若き創造者たちへ

一般社団法人 日本建築協会

30 3 30

65

30 7 予定

できる

日本建築協会では、昭和29年から「青年技術者」を表彰
してきました。これは、35才以下の優秀な設計者、技術
者、研究者等を対象とするもので、若手建築技術者のい
わば登龍門として定着しています。
今年も、青年技術者選考委員会を設けて、これまでどお
り、計画・設計・構造・設備・施工およびその他の分野
について青年技術者を表彰します。
選考は有職者による選考委員会が行い、選出された方
は、本会総会での表彰、「建築と社会」への掲載等を予
定しています。建築界の様々な分野で活躍されている皆
様の積極的なご応募をお待ちしています。

（建築に関するあらゆる分野
を対象とする）。

おいて

選出

本会総会において表彰し、

本会事務局で発行、またはホームページからダウンロード
して下さい。

応募提出規定

提出資料

応募用紙

略歴

併記

30

10

3 30 金

jigyoka＠aaj.or.jp-

委員長　勝山　太郎／㈱日建設計設計部門理事
グループマネージャー設計部長

委　員　岸田　文夫／㈱竹中工務店開発計画本部長（西日本担当）
　　　　長尾　　健／長尾健建築研究所代表 
　　　　橋本　　修／㈱昭和設計執行役員プロジェクト推進室室長
　　　　松原　茂樹／大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻

准教授 

　　　　金尾　伊織／京都工芸繊維大学デザイン・建築学系准教授 
　　　　桝田　洋子／㈲桃李舎代表取締役
　　　　井村　　隆／清水建設㈱関西支店設備設計部設計長
　　　　小倉　良友／㈱日建設計エンジニアリング部門

設備設計グループ理事副代表設備設計部長 

　　　　山口　善史／㈱大林組大阪本店建築事業部生産技術部長
　　　　山辻　直樹／大成建設㈱関西支店建築部購買管理室課長

B：青年技術者の思い（A4版2枚以内／書式は任意）

上記業績資料に記載した業績において、本人が特に貢献
した部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細
な説明をしてください。また、本人の建築、都市、環境な
どに対する考え方、取り組み姿勢や将来展望等についてま
とめてください。文字だけでなく必要に応じて図表、写真
等も用いてもかまいません。ただし、応募者本人の執筆に
限ります。
この資料は、応募者の考え方を知る上で大変重要と考えて

いますので、十分配慮をしてください。

提出方法　郵送（当日消印有効）または持参

選考資料

提出期限
提出先

青年技術者選考委員会（予定）

A：業績資料（A3版5枚以内／書式は任意）

（一社）
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日本建築協会中国支部
主催

建築工事
実務講習会
この講習会は、建築CPD情報提供
制度プログラムです。
建築関連CPD（ 6 単位）

■講習会会場
　（広島工業大学　広島校舎）
・ 広電市内電車　袋町または中電
前下車
・広島バス　平和記念公園前下車

本川町

十日
市町

平和記念公園

袋町
土谷総合病院
デネブ高

中電前

平和大通

広島校舎

日　時　2018年 2 月15日（木）
　　　　9：30～17：00
会　場　広島工業大学　広島校舎
　　　　広島市中区中島町5-7
定　員　60名
受講料　15,000円（含テキスト代 税込）
※ テキストは、当日配布させていた
だきます。

■申込方法
FAXまたは中国支部へ直接
①講習会名
②〒・住所
③受講者氏名（フリガナ）
④事業所名
⑤担当責任者
⑥電話番号・FAX番号
⑦受講料支払方法（銀行振込等）
⑧ CPDを申請される方は、申請先の
団体名をお知らせ下さい。
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講票をお送りい
たします。
■申込締切　 2018年 2 月 7 日（水）
　　　　　　（ ただし定員になり次第

締切）
■受付時間　9：00～17：00
　　　　　　（土、日、祝除く）

■申込先
（一社）日本建築協会　中国支部
〒730-0805　広島市中区十日市1-1-9
（相生通り鷹匠ビル4階山陽工業㈱内）
TEL 082-232-6471
FAX 082-291-2233
E-mail：info@aaj-chugoku.jp
URL：http://www.aaj.or.jp

＜振込先＞
●広島銀行
　本川支店（普通　3424438）
　シャ）ニホンケンチクキョウカイチュウゴクシブ
　一般社団法人日本建築協会中国支部

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務
所・建設業をはじめ、設備・営繕な
ど幅広い分野の技術者を対象とした
ものです。
●とくに取り付きにくい施工計画と
仮設見積、現場実務の基礎である積
算業務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準
の改正なども加え、技術の進歩に即
応した知識の習得をはかります。
●「積算業務」では具体例により、
その着工準備から完成に至るまでを
わかりやすく解説します。

施工計画
井上　昇  氏
清水建設㈱広島支店

工事長

適切な施工計画を立案できることが、
建築現場技術者の必須条件です。
安全で、経済的な施工計画を解説しま
す。

仮設見積
尾野本　悟  氏

広島工業大学
教授

仮設工事費は、一般には非常に把握
しにくい面があって、ついつい単位
面積当たり、あるいは請負金比率の
みで処理されがちです。
施工計画に基づいた合理的で迅速な
見積方法を解説します。

積算業務
八道　憲一  氏
鹿島建設㈱中国支店

次長

見積業務の中で基本となるのは、数
量積算です。この手順、基準を基本
に、より合理的で正確な積算業務を
解説します。

日本建築協会

会告
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■特集予告
●3月号／東海支部特集
●4月号／ 働き方と価値：社会に繋がる多様な

ワークスタイル

特集　第24回会員作品“私の空間作法”
Colors －アーチの森2017－●水谷俊博＋武蔵野大学水谷研究室  ――――― 8

遊牧民の家●新居照和・ヴァサンティ  ――――――――――――――――――――― 9

大正ロマンの家●岸　一  ―――――――――――――――――――――――――― 10

職住一体で自然を楽しむ保養所のリノベーション●貴志泰正  ――― 11

ありのままを引き継ぐ．．．●太田栄治  ―――――――――――――――――― 12

緑・水・空と一体化する建築●平井浩之  ―――――――――――――――― 13

松ヶ崎の町家●平尾和洋  ―――――――――――――――――――――――――― 14
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半島　新築　共同住宅●塚口洋之 ――――――――――――――――――――― 16
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TWIN－CUBE　研究者と来訪者の交流を最大化する建築
●平井昌志・古市　理・鬼頭朋宏  ―――――――――――――――――――――――― 18
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使い手の柔軟な発想を惹き出しオフィスに多様な価値を生み出す

「無用の用」の空間●平井浩之・本家公巳子  ―――――――――――――――― 20

医療環境の変遷に対応する新世代の内科病院●中尾勝悦  ―――――― 21

会告 論考コンクール公開プレゼンテーションのお知らせ
若き創造者たちへ「第65回青年技術者顕彰」のご案内
建築工事実務講習会（中国支部）

1
2

作品作風 大光電機技術研究所 4

gallery 距離感と情緒●角田暁治 6

法令コーナー 京都市京町家の保全及び継承に関する条例の制定
●関岡孝繕

22

設備の頁 コイズミ緑橋ビル　DALIを軸にした省エネオフィスビル
●松倉想馬

23

Member’s
Forum

U-35委員会企画「設計者のしごと」
－組織で働くU-35世代と建築－　活動報告
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新製品レヴュー 新耐震天井工法　ダイケンハイブリッド天井
●大建工業株式会社

26

information 特別展 鏨の華－光村コレクションの刀装具－／生誕120
年　東郷青児展 夢と現の女たち／京都工芸繊維大学大
学院建築都市保存再生学コース 保存再生学特別研究
会 近代文化遺産における活用の意味を考える／コレク
ション展2018－冬春 特集展示　はじまりの景色／至上
の印象派展 ビュールレ・コレクション
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建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

大正8年 1月に『關西建築協會』か
ら『日本建築協會』へ改称され、会
誌も第 2集より『日本建築協會雑
誌』と改題、 1月号に「改題の辭」
が掲載されています。
この表紙は「表紙圖案懸賞募集」に
応募された98通から選ばれた特選
（会員　淺井新一氏）の図案で、 1
月号に入選作品を掲載するとともに、
すべての応募作品は、大阪市中央公
会堂で一般展示されたようです。
第 2集の記事は、片岡安会長の「東
京市大改造論」をはじめ、都市計画
に関する論考や生活改善、住宅改造
などの記事が多いです。また第 1集
の半ばから連載されている『京都古
建築観』や『東大寺建築史』など、
新しいものだけではなく古い建築に
ついての論考も掲載しています。
「住宅観」についての聞き書き（イン
タビュー）がほぼ毎月掲載されてい
ますが、「名家（名士）」よりも「女
流（女性）」の掲載号の方が多く、話
言葉で掲載されているのが面白く感
じます。

今月の表紙



所 在 地　東大阪市角田
敷地面積　4,983.46㎡
建築面積　2,302.77㎡
延床面積　3,849.95㎡
構造規模　RC造＋S造　地上 2階
工　　期　2016年 2 月～2017年 3 月
最 寄 駅　近畿日本鉄道けいはんな線　荒本駅
撮　　影　清水向山建築写真事務所/稲住写真工房

外に閉じたモノリスなファサード

建築と照明の境界を曖昧にするヒカリタイル



大光電機技術研究所
建　築　主　大光電機株式会社
設計・監理　大林組一級建築士事務所
施　　　工　大林組

■照明のような建築、建築のような照明
照明メーカーの新たな開発拠点となる「ひかり」をテーマとした研究施設である。
自然光と人工光の所作・佇まいを追求し、明るさと暗さを対峙・調和させることで、
多様な「光」が振る舞う独創的な空間を目指した。装飾性を廃したモノリス的な
ファサード、自然光と「ヒカリタイル」が発する人工光の共演など、建築に照明が
付加するのではなく、一体化することで、建築と照明の間にある境界が消えたデザ
インを目指した。
■相反する要求プログラムをシンプルに解く
前面道路からの騒音や振動等、厳しい敷地条件のなか、快適で働きやすい環境をどう
実現するか。窓が必要ない暗室仕様のラボ特性を手掛かりに、構造体となる壁で
建物を囲み、周辺の環境負荷要素（音・振動・景観）を一旦遮断した。建物中央に
守られた外部環境（光庭）を挿入し、光と空気をワークスペースに取り込み、外から
は想像できない快適なオフィス環境を実現した。敷地環境を丁寧に読み込み、相反
する要求プログラムをシンプルに解くことで、敷地と人に寄り添うデザインとした。
■「ひかり」のデザイン
建築と照明器具が一体化することで創り出す様々な「ひかり」のデザインを追求した。
彫塑的な外壁やトップライト下に配置した本実型枠仕上の耐震壁は、自然光に照ら
されてその表情を変えていく。新開発したLEDライン照明器具は、場所ごとの環境
に合わせて、設置手法にバリエーションを与えることで意匠性を統一させ、建物の
アイコンと化した。天井には細心の注意と敬意を払い、光しか存在しない天井を突き
詰めた。
■無限のヒカリタイル
エントランスで来訪者を迎える「ひかり」は記憶に残る光の演出を狙い、正面の
大きな壁自体が発光する光壁とした。発光面を敢えてタイルのような小さな単位とし、
目地をデザインの一部に取り込み照明器具が建築と一体となるヒカリのタイルに
辿り着いた。タイル表面に緩やかな膨らみをもたせ、点灯時と消灯時で異なる表情を
与えている。3396個のヒカリタイルは、個別制御により無限の変化と可能性を秘めた
壁面（照明）となった。

（東井嘉信・西森史裕／大林組）

作品作風

守られた外部環境

光しか存在しない天井

多様な光の在り方

宵に浮かぶ大光電機の光
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距離感と情緒

建 築家

角田  暁 治

企画編集：鞆野淳司（作品作風小委員会）

建築とそれに関わる人にとって、様々
な場所における距離感とそこから生
み出される感情の如何が重要だと考え
ています。外部においては街並と建築
や建築相互の距離感、外部と内部の関
係においては開き方と閉じ方、そして
内部においては空間相互の関係といっ
たことを、求められる空間の質を読み
解いて丁寧に設計することで、様々な
感情を生み出すことができると考えて
います。建築の存在意義の一つは人の
情緒にコミットすることだと思います
が、そのために実体のある建築要素の
操作をとおして個々の場所に相応しい関
係性を生み出すことを目指しています。

角田　暁治（かくだ　あきら)
1964年　京都市生まれ
1987年　京都工芸繊維大学卒業
1989年　同大学院修士課程修了
1989年-1998年　竹中工務店
1998年　 アトリエ・K一級建築士事務

所設立
（ 後にアトリエ・Ｋ建築研究室一級建
築士事務所に改称）
現在、京都工芸繊維大学准教授
一級建築士／博士（工学）

撮影　古川泰造

鞍馬口の家

PLAZA KIT

GELENK TAKEDA

作品1：GELENK TAKEDA（2013）
　　　　「壁と格子と断面操作に

よる距離感の増幅」

作品2：PLAZA KIT（2007）
　　　　「街とキャンパスをつなぐ」

作品3：鞍馬口の家（2014）
　　　　「「市中の山居」として」



7建築と社会■2018.2

建築は様々な人の想いを伝達する媒体だということができるでしょう。そこ
には建築と社会の多様な繋がり方を見てとることができます。「建築と社会」
誌は、建物が社会とどのようなことばで関わり合えるのか、建築と社会の
コミュニケーションの多様性を伝える使命があると考えています。本特集では、
会員のみなさまの「空間作法」を共有し、未来の創造に活かしていきたいと
考えています。

特集：第24回　日本建築協会会員作品 “私の空間作法”
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西東京市内にある大学のキャンパス内に計画をした木造仮設建築物の交流スペース。訪れた人々をキャンパスの
さらに奥へとつなげるトンネルのような形態をなし、“建築の中にある人々の居場所”を建築物全体でうみ出す
ような、場所づくりを目指した。
建築物は350mm×340mm～350mm×1820mmの構造用合板のみを基本部材として構成されているのが特徴である。
施工は完全なセルフビルドでおこない、材を落とし込みの要領で積層させるという、特殊な工法を使うこと
なく誰でも施工に参加できる手法をとっている。壁面を構成する材は各層を角度をずらして組むことにより、
場所によって建築物の骨格を通して見える景観に変化がつき、内部にいる人々は多様な彩りのある視覚空間体験
ができるようになっている。建築部内には座ることのできる場所がいくつか存在し、建築物本体と人々が一体
となって、集い交流を楽しむことのできる空間を創出している。

（水谷俊博）

Colors －アーチの森2017－

水谷俊博＋武蔵野大学水谷研究室

Colors －アーチの森2017－

所　　在　　地　　東京都西東京市
施　　　　　工　　武蔵野大学水谷研究室
建　築　面　積　　35.75㎡
構　造　規　模　　W造、地上 1階
竣　　　　　工　　2017年10月
撮　　　　　影　　武蔵野大学水谷研究室

水谷研究室制作メンバー
久下谷結、末吉花帆、秋元晴奈、
藤井海渡、伊藤六芽子、桑野不尽
丸、山地幸瑛、島田佳奈、鈴木翔、
平田基信、松本有加、前田鮎実、
太田寛子、佐々木陽平、福間真衣、
安西大和、犬塚玲奈、大熊一輝、
加藤　薫、新橋大地、廣瀬保乃夏、
松野里紗、三浦静佳、柳原崇太、
山本百花、沖山海斗、長嶋柊平、
馬場剣太郎、渡辺幸多、窪田基宏、
佐藤芙美佳、澤崎優希、山内由吏、
水野裕太、滑川美有、井上麻弥、
大澤早紀



9

マサイ族のような家に住みたいとアフリカ民族学研究者が
訪ねられた。敷地は、吉野川第十堰南岸の豊かな農業地を
もつ佐野塚集落の一画である。北隣に大きな楠が並ぶ佐野塚
天満神社があり、秋祭りは獅子舞が奉納される。この地域空
間と一体となり、土地の文化や豊かさを意識させる住環境を
つくり、遊牧民の住まいの原点を楽しむ計画を一緒に行う。
一階は、断熱した開放的土間空間で、手前は薪ストーブと
ハンモックが吊られ、奥は家族や学生達と狩りや雑穀の収
穫を料理し食を楽しみ、仕事やゼミをする場になる。この
土間は蓄熱体で、冬も夏も省エネルギーで、快適な室内環境
を作っている。樹に登るように階段を上がると、二階は低い
視線が延びる穏やかな安らぎの場となる。南に田畑が広が
り、北は大きな楠や空を間近に感じられる。
公私の領域を明確しない住まい手のライフスタイルを大切に
し、多様な生活を大らかに包含するような立体的住まい空間を
つくる。ここでしかない場所で暮らし、この大地が我が家で
あるという感覚を育む住まいを目指す。

（新居照和・ヴァサンティ）

遊牧民の家

新居照和・ヴァサンティ　新居建築研究所

遊牧民の家

所　　在　　地　　徳島県徳島市
施　　　　　工　　アズマ建設
建　築　面　積　　77.52㎡
延　床　面　積　　91.96㎡
構　造　規　模　　Ｗ造、地上 2階
竣　　　　　工　　2015年 9 月
撮　　　　　影　　北田英治
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これは大正時代に建てられた古民家を、新婚夫婦のために再生した住宅である。
１階は閉鎖的な壁を取り払い、居室を大きく 2つに分けた。プライベート空間となる
LDKは明るく開放感があり現代的な仕上げとし、もう一方は西洋館風のインテリアを
生かしたフォーマルリビングとした。
2階は比較的保存状態が良かったため寝室は大壁の現代空間とし、他は現状を生かした
真壁の本格的和造りで対比させている。優しい光が差し込む障子や、意匠的で趣のある
欄間にダークカラーのインテリアが調和しており、大正ロマンの雰囲気を演出している。
このような古き良き建築は後世に残し伝えることが大切であり、この様に現代的に
アレンジを加えることで、暮らし方の新しい提案となっている。

（岸　一）

大正ロマンの家

岸　一　アトリエジグソー

三春の家

所　　在　　地　　福島県田村郡三春町
施　　　　　工　　株式会社星工務店
延　床　面　積　　121.03㎡
構　造　規　模　　木造軸組工法、地上 2階
竣　　　　　工　　2017年 7 月
撮　　　　　影　　渡辺　卓
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敷地は名勝「千畳敷」に近く、太平洋に沈む夕日を眺められる抜群のロケーションである。
壮大な景観を目前にして真新しい建材による装飾は無力であるように思われたため、内装を取り払い、長年
自然と対峙してきた力強いコンクリートの躯体を壁や天井の仕上げとして見せることにした。
また、身体との距離が近い床や建具、棚板には地元紀州の自然のなかで育った杉や桧といったあたたかみを
感じられる素材を選択した。
1階は構造上必要のない壁を解体し、LDKと事務所がゆるやかにつながる一室空間を実現した。
2階は和室と洋室の客室とし、建具に設けた窓も対をなす表現としている。
以前の住まいと事務所から持ち込まれたインテリアの小物が、いささか粗く仕上がった建築と住まい手の
距離を和やかに近づけてくれている。

（貴志泰正）

職住一体で自然を楽しむ保養所のリノベーション

貴志泰正　貴志環境企画室

白浜の住居・事務所・客室

所　　在　　地　　和歌山県西牟婁郡白浜町
施　　　　　工　　西峰工務店
建　築　面　積　　126.11㎡
延　床　面　積　　167.80㎡
構　造　規　模　　RC造、地上 2階
竣　　　　　工　　2016年 6 月リノベーション
　　　　　　　　　（1973年竣工）
撮　　　　　影　　母倉知樹
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敷地周辺は住・工一体となった雑多な街並みであり、生産系施設跡の500坪の空き地を使って「老人ホーム」という、
かつてここで働かれていたかも知れない人びとの住まいの計画である。
敷地はコンクリートブロックの塀に囲まれており、傷や汚れが往年の人びとの流した汗を感じさせてくれる。また隣地
には低層の公営住宅がありこの塀は敷地内の中庭通路の背景として機能しているため、そのままの環境を引き継ぐこと
にした。建物の建設に使った型枠材の杉板を高圧洗浄し既存ブロックに貼り、また仮設材の単管を並べた塀を交互に
配置することで、ありのままの塀に工事で使用したありのままの材料でつくることがこの場所の造り方にはいいように
思った。
将来はこのブロック塀の一部を解体し、公営住宅の中庭とつなげ多世代が集まる場所を提供することで地域社会に溶け
込んだホームになるよう願っている。 （太田栄治）

ありのままを引き継ぐ．．．

太田栄治　髙松建設一級建築士事務所

老人ホーム

所　　在　　地　　大阪市淀川区
施　　　　　工　　髙松建設　大阪本店
建　築　面　積　　  970.60㎡
延　床　面　積　　2284.32㎡
構　造　規　模　　RC造、地上 3階
撮　　　　　影　　母倉知樹　他

before
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伊丹空港からほど近い本社および本社工場敷地を再整備し、庭園風の本社を創る
コンセプトのもと、工場を半分解体し、庭の整備、そこに 8名の来客専用待合室
を設ける計画である。
近隣から一線を画し、視線を気にしない別世界を創るというのがクライアントの
要望であった。
日射制御及び近隣建物の存在を消すために、2.7ｍ跳ね出した屋根としている。
草木の中に配置されたアッパー照明により、葉のゆらぎが天井面に映し出され
るなど、自然の中の執務空間を創出した。
ミーティングルームと水廻りのス
ペースの間に設けた「無用の用」
の多目的スペースは、クライアン
トの思いにより使い方が可変にで
きるようなフレキシブルな空間と
なっている。
 （平井浩之）

緑・水・空と一体化する建築

平井浩之　大成建設株式会社関西支店一級建築士事務所

パスカル本社ゲストハウス

所　　在　　地　　大阪府伊丹市
施　　　　　工　　大成建設株式会社関西支店
建　築　面　積　　127.14㎡
延　床　面　積　　103.50㎡
構　造　規　模　　RC造、地上 1階
竣　　　　　工　　2012年11月
撮　　　　　影　　エスエス大阪
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大文字の送り火を望むことのできる洛北の地に建つ住宅兼アトリエである。これか
らの都市景観形成を考える機会が近年増えたこと、敷地が典型的な短冊型であった
ことを契機に、現代タウンハウス的なるものを自己流かつ現代的に解釈してみた。
主なテーマを整理すると以下の 5点となる。
1） 5.5m×17mの鰻の寝床に景観形成モデルとなるようなボリューム形成･植樹規模
を試行すること

2） 延床面積に算定されないCH＝1.4ｍのメザニ
ン階を収納＆機械設備フロアとして活用し、
縦に広く＝狭小さを緩和すること

3） 拙著「日本の建築意匠」で再考した伝統表
現の一部（あられ土間･様々な障子等）を現
代の耐久素材でリメークすること

4）町家の尺間スケールを鉄骨造で表現すること
5） 庭のみならず、地中ピットの冷却空気を室
内環境に活かすこと （平尾和洋）

松ヶ崎の町家

平尾和洋　造形工房 平尾アトリエ 一級建築士事務所

松ヶ崎の町家

所　　在　　地　　京都市左京区
施　　　　　工　　山田工務店
建　築　面　積　　59.32㎡
延　床　面　積　　99.22㎡
構　造　規　模　　S造、地上 2階
竣　　　　　工　　2017年 7 月
撮　　　　　影　　平尾和洋
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長崎県佐世保市の古くから広がる急峻な住宅地の端にある築53年の住宅のリノベーション。
住人は女性ひとりで、祖父母が遺した空き家になっていたこの住宅を受け継ぎ 5年前から住んで
いた。
改修前は断熱気密性の悪さによる、冬の寒さ、夏の暑さ、虫の侵入に悩みながら生活していた
ため、周辺の風景、環境を楽しむというよりは、閉じて耐える日々を過ごしてた。
改修で中廊下で分かれていたキッチンとリビングを一室にして、断熱材を充填した構造フレーム
を挿入した。
急峻な地勢の住宅に挿入されたトンネルは佐世保特有の緑豊かな光景を内部に取り込むとともに、
海から吹く風の道の役割も果たしている。
斜面下の周囲からは内部のプライバシーは守られ、LDKの真ん中に置かれたキッチンは洞窟の
中で暮らすような安心感のある居場所をつくっている。
古い小屋組と新しく挿入された部分の新古が混じり合い、佐世保らしい眺望に優れたこの敷
地ならではの環境との対等な関わり方を提案した。

（吉永規夫）

リノベーションを通じて環境に寄り添う

吉永規夫　Offi  ce for Environment Architecture

佐世保のリノベーション（ヨシナガサキ）

所　　在　　地　　長崎県佐世保市
施　　　　　工　　池田良工務店
敷　地　面　積　　371.66㎡
建　築　面　積　　104.17㎡
延　床　面　積　　 86.10㎡
構　造　規　模　　W造、地上 1階（リノベーション）
竣　　　　　工　　2017年 7 月
撮　　　　　影　　針金洋介
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祖母が亡くなり、母親が相続した土地にマンションの設計を依頼された。
手元にはサロンを設計した際に使った杉の端材があった。それを組み上げていくと空間ができる気がした。
元はギリシャ建築のような塊とその周りで過ごす人のイメージであった。また一方で、大きくはない平屋建
ての一軒家を解体して新築するにあたり、贅沢な空間について考えた。僕が 8歳頃まで両親と過ごしたのも
平屋であり、道路境界の簡素な塀や、隣家と接する庭があった。囲い込んだ中でそこに向かって開くという
所有する贅沢ではない形がそこにあった。「積層平屋建てマンション」として、バルコニーと住戸の関係、
共用部の連なりを考えた。
まだ着工前ではありますが、最後に謝意として、萬田隆構造設計事務所による計画当初からのご尽力があって、
建築として成立させることができました。
 （塚口洋之）

半島　新築　共同住宅

塚口洋之　建築半島　塚口洋之設計事務所

GARDEN FLATS

所　　在　　地　　兵庫県西宮市
施　　　　　工　　クサカ建設
建　築　面　積　　108.16㎡
延　床　面　積　　311.49㎡
構　造　規　模　　RC造、地上 5階
竣　　　　　工　　2018年 6 月
撮　　　　　影　　塚口洋之
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昭和後期に建設された木造住宅の改修。限られた予算の中で、
過剰と思われる間仕切りを撤去し、寝食のスタイルを始め、
夫婦＋子供 2人という現在の家族に見合った住まい方を提案
した。施主が望んだ既存の物入れは残したまま、室内全体の
通風と採光を期待して 2階の床を撤去し、いびつな形状の吹
抜けが生まれた。
そこで吹抜けの大きな壁面を年間の太陽の運行に合わせた曲
面とすることで、日中には曇りの日でも照明が不要なほどの
光の壁、夜間には柔らかな光の壁となり、居心地のよい場所を
生み出している。建て込んだ住宅地において、家族の居場所
と密接に関わりをもつ採光装置が、この家の性格を特徴づけ
ている。 （村重盛紀）

Whale House

村重保則現代建築設計事務所株式会社 東京事務所

Whale House

所　　在　　地　　東京都府中市
施　　　　　工　　（有）ジェイピー
建　築　面　積　　  50.51㎡
延　床　面　積　　101.02㎡

構　造　規　模　　Ｗ造、地上 2階
竣　　　　　工　　2016年10月
撮　　　　　影　　©idearch

改修後改修前

▶
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本計画はTWIN-CUBEというコンセプトで、研究者が利用する
「ワーキングキューブ」と来訪者を迎える「ウェルカムキューブ」
から構成されています。これらの 2つのキューブが交わることで
研究者と来訪者が出会い、発見を共有し、両者のイノベーティブな
交流を活性化・最大化することを目指した建築です。
コンセプトであるTWIN-CUBEを考慮して外観、内観デザインをと
もにモノリシックなデザインとなるようにヴォリューム構成から
ディテールまで一貫しています。異なる要素と形状や素材によって
分節することでエッジの効いたオブジェクト感あるデザインとしま
した。 （鬼頭朋宏）

TWIN－CUBE　研究者と来訪者の交流を最大化する建築

平井昌志・古市　理・鬼頭朋宏　大成建設株式会社関西支店一級建築士事務所

STUDY

LIBRARY

OFFICE

HALL

TRAINING

ANALYSIS

PROGRAM STACKING

SPLIT CIRCULATION

01

03 04

02

WELCOME CUBE

WORKING CUBE

見学者
研究者

研修者

生成プロセス「２つのキューブと３つの動線」

アース環境サービス株式会社 
彩都総合研究所T－CUBE

所　　在　　地　　大阪府茨木市
施　　　　　工　　大成建設株式会社関西支店
建　築　面　積　　1777.09㎡
延　床　面　積　　6679.48㎡
構　造　規　模　　S造、地上 4階

竣　　　　　工　　2015年10月
撮　　　　　影　　宮本真治・
　　　　　　　　　鬼頭朋宏
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計画は成長戦略事業である機能品の研究開発機能をさらに充実するため、製造拠点があり、顧客に近い大阪地区に
研究開発拠点を設置したいという要望からスタートしている。そのため、人々を迎え入れる設えと研究機能との融
合がテーマになった。
研究開発活動は、危険を伴う実験もあり、視覚的にスタッフの動きを常に把握することが安全上最も重要視された。
シャフトスペースを分散配置し、残った壁面は最大限透明にすることで、視認性と安全性を確保した。
実験の内容や共働メンバーの変化があるため、フリーアドレスが採用され、様々に設えられたワークプレイスを選び
ながら働くことができる。そこでスタッフ同士のコミュニケーションが誘発・活性化され、研究開発の効率をより
良いものにしていくことが意図されている。 （関山泰忠）

一つ屋根の下に集う開かれた研究所

関山泰忠　大成建設一級建築士事務所

宇部興産 大阪研究開発センター

所　　在　　地　　大阪府堺市
施　　　　　工　　大成建設株式会社関西支店
建　築　面　積　　1,607.52㎡
延　床　面　積　　3,768.73㎡
構　造　規　模　　S造、地上 3階
竣　　　　　工　　2016年 7 月
撮　　　　　影　　エスエス大阪／左海一郎
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企画開発を行う会社のオフィス、厚生施設、宿泊施設
などで構成される施設の計画である。複合的な要素を
ひとつの建物でつなぐため、半屋外の ｢無用の用｣ の
空間をつくり、それが外装に表出したデザインとし
ている。ランダムにくり貫いた7つの穴が、外部と内
部を曖昧につなぎ、建物に深みや個性を与え、曖昧な
空間だからこそ自由な発想を喚起し、多様な使い方が
生まれることを意図した。内部では吹抜け空間を構成
し、見る・見られるの視線が交差する。お互いの存在
を感じることで、ひとつ屋根の下で家族のようにつな
がる建物を目指した。高速道路に面する敷地におい
て、この空間が、音や視線に対する緩衝帯となってい
る。落ち着いたオフィス空間を成立させるとともに、
コミュニケーションを誘発する仕掛けにもなっている。
 （本家公巳子）

使い手の柔軟な発想を惹き出し
オフィスに多様な価値を生み出す「無用の用」の空間
平井浩之・本家公巳子　大成建設株式会社関西支店一級建築士事務所

パイオニア本社ナレッジセンター

所　　在　　地　　大阪府東大阪市
施　　　　　工　　大成建設株式会社関西支店
建　築　面　積　　  198.06㎡
延　床　面　積　　1169.68㎡
構　造　規　模　　S造、地上 7階
竣　　　　　工　　2016年 3 月
撮　　　　　影　　株式会社エスエス
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この建物は1970年頃に量販店として建てられ、1983年 4月に用途変更された病院である。
用途変更時には耐震改修も行われ、約50年、使い続けられている。
この度のリニューアル工事は、2012年に始まり、今も続いている。病院は此の地で34年間
営まれている。この間の医療環境の変遷は目覚ましく、患者やご家族のニーズに寄り添った新
世代の内科病院のモデルを目指して、計画が進行している。
最初の改修は、建物の顔であるエントランスホールから行われた。与えられたコンセプトは、
『ホテルのロビーの様な、エントランス』であった。建築空間の大きな変化は、訪れた人に
驚きを与えるだけでなく、職員の意識の向上につながった。以降、単なるリニューアルにと
どまらず、広告塔のLED化、浴室の機械化、調理室のオール電化やクックチル方式への移行
などを受け、水廻りを含む施設内リノベーションも行っている。外観は、1980年代の建築モ
チーフを取り入れ、大きく様相を変えた。病院として運営しながらの工事は、患者さんにも
負担を掛けるが、スタッフが一丸となって協力し、スムーズに進行している。

（中尾勝悦）

医療環境の変遷に対応する新世代の内科病院

中尾勝悦　中尾綜合建築設計事務所

医療法人正幸会 正幸会病院

所　　在　　地　　大阪府門真市
施　　　　　工　　エントランスホール リニューアル工事/寺崎建設㈱
　　　　　　　　　その他/㈱ディ－・インプレス
建　築　面　積　　  402.950㎡
延　床　面　積　　1,189.428㎡
構　造　規　模　　RC造、地上 4階
竣　　　　　工　　エントランスホール リニューアル工事/2012年12月
　　　　　　　　　外来区域＆ 2階個室 リニューアル工事/2015年 3 月
　　　　　　　　　外壁リニューアル工事/2016年 1 月
　　　　　　　　　内視鏡センターリノベーション工事/2016年 9 月
撮　　　　　影　　エントランスホール /フォトBC　西野久夫
　　　　　　　　　その他/アーキテクトフォト社　高田　真・深澤恭子
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 背景

　京町家は、先人から受け継いできた本市固
有の景観や文化を象徴するものであり、現在
も、まちの暮らしの基盤として、また、様々
な社会的・創造的活動の拠点として、京都の
魅力あるまちづくりの貴重な資源である。
　京都市では、平成12年に「京町家再生プラ
ン」を策定し、以降、多様な取り組みを、市
民、事業者団体、市民活動団体等との連携の
もとに展開し、一定の成果を挙げてきた。
　現在では、京都文化への関心や環境意識の
高まりなどを背景に、京町家の有する多様な
価値が見直されつつあるが、それでもなお、
京町家の滅失が進行し続けている（図1）。
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30000

20000

10000

0
20・21年度

7年間に
5,602軒が滅失

4万7735

5002

4万146

空き家は増加

5834
28年度

（軒）

※調査不能物
件など（1987
軒）を除く

図 1　京都市における京町家の数

　これは、京都のアイデンティティを脅かす、
重大な危機であり、こうした状況を踏まえ、
京町家の滅失に歯止めをかけ、これを保全し、
将来の世代に継承していくため、平成28年度
に有識者等により構成する「京町家保全・活
用委員会」に諮問し、平成29年 5月に答申を
受け、同年11月16日に「京都市京町家の保全
及び継承に関する条例」を制定した。

 条例の概要

　本条例は、京町家を保全し、将来の世代に
継承するため、その基本理念や多様な主体の
責務・役割を定め、具体の施策として、「京町
家の取壊しの危機を事前に把握し、保全・継

承に繋げる仕組み」を位置づけている。
■基本理念
　京町家の保全及び継承は、京町家が本市固
有の趣のある町並み及び個性豊かで洗練され
た生活文化を象徴するものであり、魅力ある
まちづくりに欠くことのできない市民の貴重
な財産であることに鑑み、所有者その他多様
な主体の連携及び協力の下に、推進されなけ
ればならないこととしている。
■京町家の定義
　建築基準法の施行以前に建築された木造建
築物で、伝統的な構造及び都市生活の中から
生み出された形態又は意匠を有するもの。
■責務等
　本市、京町家の所有者その他多様な主体の
責務・役割、相互の協力について定めた。特
に、事業者には、保全・継承への協力、事業
活動にあたって、京町家の活用・流通促進、
町並み景観の保全に配慮するよう求めている。
■事業者による保全、継承のための取り組み
　京町家が取壊しに至る過程において、事業
者による働きかけを徹底することで、取壊し
を未然に回避するため、不動産業事業者には、
所有者及び京町家の購入者、賃借人に対し、
保全・継承に関する情報の提供及び助言を行
うこと、解体工事業者には、京町家を解体し
ようとする者に対し、保全・継承に関する情
報を提供するよう求めている。
■施策の方向性
・意識の醸成（広報、啓発、顕彰）
・維持管理、修繕及び改修の支援
・活用促進のための環境整備、継承の施策
・改修等に関する技術の継承、後継者の育成
・各主体の連携・協力の推進（交流促進等）

■ 京町家保全重点取組地区及び重要京町家の
指定
　趣のある町並み又は個性豊かで洗練された
生活文化の保全及び継承を図るうえで特に重
要な京町家や区域を市が指定する。
■京町家の解体に係る届出
　京町家について取壊しも含めた処分を検討
しようとする際に、早い段階で市に届け出て
もらうことで、その保全・活用方法について
幅広い選択肢を示し、当該京町家の保全・継
承に繋げていくことを目的とした制度である
（図2）。
　全ての京町家について届出が必要となるが、
重要京町家及び京町家保全重点取組地区内の
京町家については、解体に着手する1年前ま
でに届出が必要としている。
　なお、解体工事業者には、届出の確認、契
約締結時の市への通知を義務付けている。

 結びに

　現在、届出制度の施行を見据え、不動産・
建築関係団体等と連携し、活用方法の提案や
活用希望者とのマッチングに関する仕組みの
構築、体制の整備に向け、準備を進めている。
　本条例の制定を契機に、京町家の保全・継
承に向けた機運が高まり、建築・不動産関係
の事業者・専門家を含め多様な主体による取
り組みが展開され、京町家の滅失に歯止めが
かかり、京都の伝統的な町並みや暮らしの文
化が次世代に継承されていくことを期待して
いる。
 （せきおか　たかよし）

●関岡孝繕 
1971年生まれ。1996年名古屋大学大学院卒業。
1996年京都市入庁

5 6 6

法 令
コーナー

京都市京町家の保全
及び継承に関する条例
の制定

関岡孝繕
京都市都市計画局まち再生・創造推進室
京町家保全活用課長

図 2　京町家の取壊しの危機を事前に把握し、保全・継承に繋げる仕組み（平成30年 5月施行）
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 建築計画

　コイズミ緑橋ビル（呼称：コイズミ照明
R&Dセンター）は小泉産業株式会社により
建設された、コイズミ照明株式会社の新築オ
フィスビルである。敷地は大阪市街地の東側
に位置しており、住宅地に面した建物南面を
階段状の緑化バルコニーとすることで、外皮
熱負荷の低減と自然採光確保の両立を図って
いる。建物中央部には吹抜けを配し、トップ
ライトによる自然採光と南面からの自然換気
を促進する。建物北面はダブルスキンにより
断熱性能と遮音性能を向上するとともに、全
面をガラスファサードとすることで、自社開
発照明をアピールする場とした。

写真1　建物外観（北面・南面）

図 1　断面パース

 設備計画
　知的生産性の向上にも配慮した照明・空調
計画や高度な照明制御、空調・ブラインド等
の設備とも連携したDALI連携BA（ビル・オー
トメーション）システムを軸に、中小規模建
築物に最適な設備システムの実現を目指した。
■照明計画
　全館LED照明とし、主にDALI制御を採

用した。DALI（Digital Addressable Lighting 
Interface）とは、欧州を中心に広がりつつあ
る照明制御の国際規格である。照明の調光制
御に特化しており、双方向通信、オープンプ
ロトコル、シンプル配線といった特長がある。
照明器具は、執務室毎の部署、空間に合わせ
形状の異なるグレアレスなベース照明器具を
新規開発した。また色温度3,000Kから5,000K
の範囲で、日中の白く快活な光から夕方は暖
かく落ち着いた光へと変化するサーカディア
ンリズムに合わせた調光調色制御をDALIに
より実施した。壁面に設けたタッチパネルス
イッチにより、ゾーン毎の一括ON／OFFや
色温度、照度変更も可能とした。

写真 2　新規開発ベース照明器具

■DALIセンサ連携制御システム
　執務室においては、DALIで用いているマル
チセンサ（人感＋照度センサ）を利用し、照
明だけでなく、空調換気の制御も行うシステ
ムを開発し導入した。これにより、不在時は
照明の減光だけでなく、ゾーン毎の空調設定
温度の緩和や換気停止を行う省エネ制御シス
テムを可能とした。このようなシステムを構
築するために、従来は中央監視盤を設置する
のが主流であったが、本計画では、DALIの
BAシステムとの親和性を活かし、市販の空調
集中コントローラと接続することで、より簡
易に実現した。さらに、空調集中コントロー
ラにて空調換気機器の監視制御だけでなく、
照明調光調色制御、ブラインド制御やキュー
ビクル、エレベーター等各種設備の警報監視
も可能とした。

DALI連携制御 ビル警報監視

全熱交換器

PACエアコン

空調集中
コントローラ

ブラインド

DALI BACnet
コントローラ

照明コントローラ
/DALIマスター

DALIマルチセンサ

キュービクル

発電機

太陽光発電

換気ファン

給排水ポンプ

セキュリティ盤

エレベータ盤

防災盤

照明

図 2　DALIセンサ連携制御システム構成図

■タスクアンビエント吹出口
　4階北側執務室を対象に、パーソナル吹出
ユニットを天井面に設置し、個人の好みに合

わせた空調気流を生み出すパーソナル空調を
導入した。自動車のキーリモコンを応用した
ワイヤレスリモコンを新規開発することで、
パーソナル吹出ユニットを1対 1で発停およ
び風量切替（弱・中・強）の個別制御を可能
とした。また、空間デザインにも配慮し、全
体空調用の吹出口をシステム天井用のパンチ
ングパネルと兼用し、中央部にパーソナル吹
出ユニットを設置することで、意匠と調和し
た建材一体のタスクアンビエント吹出口を開
発した。

図 3　パーソナル空調概念図

■環境性能
　上述の省エネ、省CO2に関する種々の取り
組みが評価され、平成27年度 第 2回サステ
ナブル建築物等先導事業（省CO2先導型）の
中小規模建築部門に採択された。本計画に
おける省CO2効果は計画段階で削減量208.2t/
年、CO2排出削減率43.2％と試算しており、
CASBEEに関しては、BEE値3.0のSランクを
達成した。今後はBEMSにより竣工後の運用
によるエネルギー消費量を把握、分析し、入
居前後の執務者アンケートにより、知的生産
性に関する効果検証を行う予定である。

（建物概要）
建　築　地： 大阪市東成区東中本2丁目 3番

5号
工　　　期：2016年3月～2017年3月
主　用　途：事務所
構造・階数：S造　F6　P1
敷地面積：1466㎡
延床面積：5226㎡
建築面積：1129㎡
設計・施工：株式会社竹中工務店

 おわりに

　建築主である小泉産業、コイズミ照明の皆
様をはじめ、多大なるご協力を頂きました全
ての関係者の皆様に深く感謝申し上げます。
 （まつくら　そうま）

●松倉想馬 
1981年東京都生まれ。大阪府立大学大学院修了。
2007年株式会社竹中工務店入社。
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設 備
の頁

コイズミ緑橋ビル
DALIを軸にした省エネオフィスビル

松倉想馬
株式会社竹中工務店 大阪本店 設計部
設備部門 主任
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U-35委員会企画

「設計者のしごと」
－組織で働くU-35世代と建築－

活動報告

アートアンドアーキテクトフェスタ主催

「U-35 Under35 Architects exhibition 2017」の

関連イベントとして、U-35のこれまでの活動

を紹介する展示企画と、「設計者のしごと」と

題したトーク企画を行いました。

U-35委員会ホームページ

HPを開設しました。

新着情報や過去の活動報告もご覧になれます

ので、ぜひ一度お立ち寄りください。

http://www.aaj.or.jp/u35

U-35委員会Facebookページ

活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん

に情報をアップしています。

https://www.facebook.com/U35.aaj

　2017 年10月29日（日）、アートアンドアー

キテクトフェスタ（AAF）が主催する「U-35 

Under35 Architects exhibition 2017」の関連イ

ベントとして、2016年に続き、日本建築協会

U-35委員会による展示企画とトーク企画を開

催した。

　展示企画ではこれまでに私たちが行ってき

たtalk baton（インプットの活動）とaction（ア

ウトプットの活動）を通して、そこで出会っ

たさまざまな建築とは異なるフィールドで活

躍する同世代の人々とのディスカッションか

ら得られた知見をパネル形式で展示した。ま

た、昨年行われた日本建築協会100周年記念

式典で開催した海外で活躍するU-35世代の

方々を招いたシンポジウムの内容や、事前に

U-35委員会で訪れた海外視察なども紹介し、

来場された方々もその量に圧倒されながらも、

とても熱心に見て頂くことができた。

　トーク企画では、「設計者のしごと」－組

織で働くU-35世代と建築－と題して、私たち

U-35委員会のメンバーのうち、9名が自身の

関わったプロジェクトについてプレゼンテー

ションを行った。

　事前に委員会内でプレゼンテーションの内

容について議論と練習を繰り返し行い、作品

紹介に終わるのではなく、自分たちの仕事の

プロセスや、設計に対する取り組み姿勢、建

築に対する熱い思いを伝えることを重視し、

私たち設計者の日頃の姿を具体的に知っても

らうことを強く意識した。

　それぞれの建築に対するスタンスに合わせ

て『場所と建築』『プログラムと建築』『思い

と建築』の3グループに分けてプレゼンテー

ションを行った。天気はあいにくの大雨（台

風）であったが、トーク企画ではブース内に

入れないほどの来場者があり、立見も発生す

るなど、前回以上の熱気の中でプレゼンテー

ションとディスカッション（質疑応答）を

行った。

■ グループA『場所と建築』

・関村 光代（昭和設計） 「地域になじむ」

 川西市市民体育館

・箕浦 浩樹（大林組）

 「ここだけにしかない建築を創る」

 Ｋプロジェクト

・宮武 慎一（安井建築設計事務所）

 「“幸せな未来”を視覚化する」

 hu+gMUSEUM

質問者（一般）：社会に出た始めのころは実務

に追われてじっくり建築を考えている暇がな

かったのですが、皆さんはどのように設計を

進め、また上司とはどのように話をされてい

るのかをお聞かせください。

関村：私も実務にバタバタと追われてはいま

したが、それでも比較的考える余地を上司に

与えられた恵まれたプロジェクトだったと感

じています。学生の時にやっていたことを活

かして、提案し、技術的なことを教わりなが

ら進めることができたと感じています。

質問者（学生）：私は高等学校の建築工学科で

勉強しています。これから設計競技に参加し

たいと思っていますが、過去の受賞作品を見

ると斬新な建物ばかりです。今の少子高齢社

会の中ではアットホームな空間が一番良いと

考えていますが、受賞するためだけの作品を

作るべきか、自分の思っていることを貫くべ

きか迷っています。

宮武：実務では長い期間そのプロジェクトと

付き合う必要があります。納得のいかない設

計をすると、その後何年も苦しむこととなる

ため、それだけはしないように心がけてい

ます。学生のコンペでも同様に、今の純真な

ピュアな気持ちを貫いた方が後々のためにも

なるのではないかと思います。

■ グループB『プログラムと建築』

・ 鬼頭 朋宏（大成建設）

「コラボレーションにより最大化する建築」

アース環境サービス株式会社彩都総合研究所T-CUBE

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

2016年に引き続き2回目のAAFとの共同企画 冒頭にU-35委員会の設立趣旨や取り組みを説明展示企画の様子
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M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

・吉田 悠佑（大林組） 「機能性能を乗り越える」

 総合研究開発センター

・辻本 知夏（安井建築設計事務所）

  「個性を引き出すデザイン」

 チュチュアンナグループ本社ビル

質問者（一般）：辻本さんの作品は「カワイ

イ」をテーマにしていますが、デザインが決

まっていく経緯を詳しく教えて下さい。

辻本：ガラスブロックの丸を8個並べるデザ

インはこちらからお客さんに提案しました。

丸い窓を用いて外壁面に可愛らしさを表現し

つつ、可愛いだけで飽きやすい絵にはならな

いようにバランスを考え、何パターンも作成

して生み出しました。ファサードがめくれる

デザインは繊維を扱う企業だったことから、

可愛らしさと遊びを表現しました。実際に形

にする時は技術的にも難しかったのですが、

最終的に出来てよかったと思っています。

■ グループC『思いと建築』

・小林 敬政（大建設計） 「思考を形にする」

 Ｋ大学スポーツ施設

・平岡 翔太（大建設計）「privateとpublicを繋ぐ」

 某事務所

・森下 大右（昭和設計）  「建築と僕」

 永国寺キャンパス新図書館

質問者（一般）：小林さんは入社2年目という

ことで世代が近く、親近感を持ってお話を聞

いていました。プレゼンテーションでは、や

りたいことのいくつかがクライアントとの協

議の中で消されてしまい、残ったものをやり

ましたというふうに聞こえてしまったのでも

う少し詳しく教えてください。

小林：建築にはいくつかコンセプトがあり、

最初にイメージしたことを踏まえてクライア

ントとのやり取りの中でそのコンセプトは取

捨選択、精査されていくものだと思っていま

す。今回は、利用者が入ってみたいと思える

北面のファサードが一番重要な部分だと思っ

たため、このコンセプトだけは守り、あとは

利用者がいかに使いやすい体育館にできるか

を考え、コンセプトを煮詰めていきました。

質問者（学生）：森下さんのお話の中に「説明

できる建築」という言葉がありましたが、例

えば上司や専門家の方に説明する際と専門家

ではない方たちに説明する際の違いがあれば

教えてください。

森下：建築の専門家かそうでないかで計画の

説明の仕方は大きく異なります。専門家の方

の場合は、ある程度内容を省略しても問題あ

りませんが、専門家ではない方の場合は3Dを

利用したり、分かりやすく丁寧な資料を準備

します。また、相手が何に興味があるのか、

例えばデザインなのかコストなのかを察知し、

その人の興味のある分野・切り口で説明する

ことが一番理解が早くなると考えます。

■ 全体ディスカッション

質問者（一般）：2020年のオリンピック以降、

恐らく日本の経済は衰退していくと考えてい

ます。35歳前後のみんなが5，6年後には40

歳前後になり、これからもっと仕事をこなし

ていこうという時に自分が何をしていけるか、

どういう部分を引き伸ばしていこうと考えて

いるのか、そういうことを考えるきっかけが

あれば教えてください。

宮武：まさにU-35委員会で議論していること

です。僕たちは設計者の職能を広げることは

とても大切なことだと考えており、talk baton

について最初に説明させて頂いたとおり、同

世代の建築関係ではない専門家の方たちと

ディスカッションをして視野を広げ、発見を

得たりし、できることを増やすことも大切な

ことの一つだと考えて活動しています。

質問者（一般）：知識知見を広げるのとあわせ

て、ビジネスとしても考えていく必要がある

と思います。建築設計者の高いヒアリング能

力などを活かして地域に対して物事を解決し、

対価を得ることを常々考えています。

 （文責：宮武慎一、森下大右）

●U-35委員会企画「設計者のしごと」を終えて

　 2年続けて参加させていただいた、AAF

主催のこの企画はU-35委員会にとって、talk 

batonやactionと異なり、自分たちの「普段の

仕事」を外部に対して発表する唯一の場だ。

当初は組織で働く若手設計者の声に興味をし

めしてくれる人がどのくらいいるのだろうか

という不安もあったが、当日は立見が出るほ

どの多くの来場者、社会人や大学生だけでな

く、高校生なども含む様々な世代の方に来て

いただくことができた。発表の後、メンバー

みんなが感じたことは、U-35委員会の活動が

少しずつではあるけれど、着々と社会の中で

認知されつつあるということ、同時に今年で

6年目を迎えることとなるU-35委員会は次の

ステップ、社会に対してより強いメッセージ

を発信するステージに進んでいく必要がある

ということだ。

　次年度以降もこのAAF主催の企画に参加さ

せていただくことがあれば、前回・前々回を

超える、社会に対する新たな発信を目指して

いきたいと考えている。

　アンケートコメント欄の「現場の苦労や

自身の建物への愛着が感じられてよかった」、

「学生コンペに参加する際の心構えがわかっ

た」、「設計者の個性と様々な要望とのせめぎ

合いが知れた」、「知識が少なくてもとても聞

きやすかった」などの意見からは、単なるプ

ロジェクト紹介にならず、設計者としての普

段からの思いや振る舞いのようなものを素直

に伝えたいというプレゼンテーションで意図

した狙いがうまく伝わったのではと感じた。

　今回初めて司会進行を務めることとなり、

昼食が喉を通らないほどプレッシャーを感じ

た。なんとも小心者であると再認識したわけ

だが、つたない進行の中、メンバーみんなで

協力して企画を成功させれらたことにとても

満足している。

 （文責：宮武慎一）

登壇者の思考に沿ってグループごとに発表を行った U-35委員会メンバー来場者との距離が近く白熱したディスカッションが展開
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耐震性と省施工を両立させた
新しい天井工法
ダイケンハイブリッド天井

　東日本大震災後の建築基準法改正で、天井

の耐震性能が求められる反面、在来工法では

施工の手間が増大。DAIKENでは、短工期で

耐震化ができる独自の新天井工法を開発。在

来天井の良さとシステム天井の良さを融合さ

せました。

■天井の耐震化が求められる時代へ

　2011年に発生した東日本大震災で、吊り天

井の脱落被害が相次いだことから、国土交通

省は、天井の脱落防止に関する新告示を施行。

これにより特定天井（※）に対する耐震化が

義務づけられるようになりました。

　また、文部科学省は、児童生徒が日常的に

使用し、地域の避難所としても利用される文

教施設について、より安全性を考慮する必要

があるとの判断から、建築基準法上は特定天

井にならない天井も、特定天井に準じた落下

防止対策を行うよう自治体に通知しました。

■長寿命化改修と一緒に天井も耐震化

　DAIKENは特定天井に対応した省施工・短

工期での耐震化が可能な天井工法「ダイケン

ハイブリッド天井」を開発し、2015年より提

案を始めました。

　さらに、法規制の対象ではない吊り天井に

おいても、一定の耐震安全性を確保すること

を目的に、耐震安全性の異なる 3グレードを

追加しました。

　短期間で施工できるため、特に学校・文教

施設の長寿命化改修とあわせて天井の耐震化

をおすすめしています。

※ 特定天井：以下の 5条件全てに該当する、

脱落によって重大な危害を生ずるおそれが

ある天井のこと。

　 （①高さ6ｍ以上　②面積200㎡以上

　　③質量2㎏/㎡以上　④吊り天井である

　　⑤人が日常利用する場所に設置されている）

グレード名 耐震性能 コスト
特定天井

耐震DH18
耐震対策DH18B
耐震対策DH18N

設計者様の判断
により3つの

グレードから選択

高

低

特定DH9・特定DH12

ダイケンハイブリッド天井　ラインナップ

■在来天井とシステム天井のよさを

　ハイブリッド

　吊り天井には、在来天井とシステム天井が

あります。在来天井は仕上げ材を自由に選ぶ

ことができるため様々な用途の建築物に使用

できます。しかし、耐震化するには施工に手

間がかかります。

在来天井の耐震化

施工手間は従来の3～4倍に

在来天井の耐震化の
約20～30％程度
施工手間を軽減。

ダイケンハイブリッド天井

野縁受け

野縁受け

野縁

ビス固定

クリップ

ダイロートン

ダイロートン

※曲面などの一部特定天井には
対応できません。

Tバー

●クリップと野縁受けの補強金具
での緊結などが必要。
●天井単位重量に応じた高剛性の
斜め部材の設置が必要。

●専用Ｔバー材は、特殊ホゾ加工
によりビス留めが不要

野縁受け

野縁

ビス固定

クリップ

クロスTバー

メインTバー

クロスTバー

メインTバー

企画広告
新製品レヴュー

新耐震天井工法
ダイケンハイブリッド天井

大建工業株式会社
https://www.daiken.jp/
人々が集う空間の“質”を向上するために欠
かせない床材、壁材、天井材、ドア、収納、
音響製品などの幅広い建材に、消費者目線で
見いだした安全、安心、健康、快適という機
能・品質をプラス。さらに建材がその機能・
品質を発揮するために必要な工事・施工まで
を手掛けています。

■本店
　〒932-0298
　富山県南砺市井波1-1

■本社大阪事務所
　〒530-0005
　大阪市北区中之島 3 丁目 2 番 4 号
　中之島フェスティバルタワー・ウエスト14F

■東京事務所
　〒101-8950
　 東京都千代田区外神田 3 丁目12番 8 号
　（住友不動産秋葉原ビル）
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　一方、システム天井は一定のモジュールで

構成され、格子組みによる高い剛性やワン

タッチ接合で省施工、短工期などのメリット

があり、一般的に大面積のオフィスで普及し

ています。

　ダイケンハイブリッド天井は両者のいいと

こ取りをした結果、①優れた耐震性能、②施

工の省力化、③安定した施工品質、④経済設

計が可能などを実現しました。

【特長①】優れた耐震性能

　国土交通省基準試験方法ユニット試験（静

的加力実験）にて、水平許容耐力：最大

4,000Nの高い耐震性を確認しました。

耐震試験（社内試験）状況

【特長②】省施工で短工期を実現

　メインバーは特殊ホゾ加工によりワンタッ

チで接合でき、ビス留めが不要なので、在来

天井を耐震化する場合と比較すると、施工の

手間を軽減できます。

DHハンガー

右側から差し込む

【特長③】安定した施工品質

　パーツ数が少ないので施工の品質のチェッ

クが容易です。

【特長④】経済設計が可能

　ダイケンハイブリッド天井は材工共参考価

格が7,000円/㎡（天井吊り長さ：1500mm以

内、水平震度Kh1.0、天井面積：新築の200㎡

（ 1部屋）の平天井、その他条件による）で、

品質とバランスを兼ね備えた経済設計を実現

します。

■軽量性と吸音性能を兼ね備えた

　ダイロートン

　ダイケンハイブリッド天井は仕上げ材に軽

量天井材ダイロートンを採用。万が一落下し

ても人命への危険性が低いことが実験でも証

明されています。

ダミーヘッド試験結果
3,500N
3,000N
2,500N
2,000N
1,500N
1,000N
500N

0

（DAIKEN社内試験結果） 落下高さ
2m 4m 6m 8m 10m

石膏ボード 12.5mm

ダイロートン 15mm

衝
撃
力

危 

険

（参考）ダミーヘッド試験

　所定の高さから材料を落下させ衝撃力を確

認。衝撃力が2,000N を超えない場合は、人命

に危害を加える可能性は少ないとされていま

す。

※ 日本建築学会生産研究VOL.64 NO.6「天井

材の安全性評価に関する基礎的研究：石膏

ボード落下実験」2012年11月

　また、ダイロートンは表面に数多くの吸音

穴を持つ多孔質な天井材。音の中でも特に

耳障りな中・高音域を抑える優れた吸音性を

持っています。

天井材が音を吸収します。
表面のピン穴から入った音が
内部の細い繊維との摩擦により
減衰、吸収。

優れた吸音性能を
発揮するピン穴加工

透過音

吸収音

入射音

反射音

吸音の仕組み

　オフィスでは静かで快適な作業環境に、学

校などの教育施設では音の響きを抑え、集中

しやすい環境に、など様々な場所で空間の音

の響きを最適な状態にコントロールし、騒音

に対するストレスを低減します。

■採用事例

　全国の様々な施設でダイケンハイブリッド

天井と軽量天井材ダイロートンを採用頂いて

おります。

日ノ本学園高等学校

中央大学多摩キャンパス

国立市中学校

ダイケンハイブリッド天井についてのお問い合わせは下記窓口まで

設計事務所様

エンジニアリング事業企画部　東京　TEL（03）6271-7767

建設会社様

エコ営業部

東京　　TEL（03）6271-7766　　　　　大阪　TEL（06）6205-7272

名古屋　TEL（052）205-5160　　　　　福岡　TEL（092）253-0123
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特別展
鏨
たがね

の華－光村コレクションの刀装具－1

刀装具とは刀剣外装（ 拵
こしらえ

）

の金具である。江戸時代以降

に装飾性が増し、金属とは思

えないほどのきらびやかで細

密な作品が作られた。

大阪生まれの実業家・光
みつ

村
むら

利
とし

藻
も

（1877～1955）はそうし

た刀剣・刀装具の技術に魅

せられて3000点以上にのぼ

る一大コレクションを築き、

刀装具の名品を集めた図録

『鏨
たがねのはな

廼花』を刊行した。

その後コレクションは明治42年（1909）に光村の手を離れ、一

括して初代根津嘉一郎（1860～1940）の蔵するところとなった。

現在も根津美術館には約1200点が伝わり、依然として我が国最

大級の刀装具コレクションとなっている。

今回の展覧会では、根津美術館所蔵の光村コレクションの作品を

中心に、光村利藻の足跡と彼が魅せられた美の世界を、刀剣や絵

画資料も交えた約200件の作品で紹介する。

期　　　間　3月18日（日）まで
　　　　　　9：30～17：00（会期中の金曜日は20：00まで）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日
会　　　場　大阪歴史博物館 6階特別展示室
　　　　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　　　TEL.06-6946-5728
観　覧　料　【特別展のみ】
　　　　　　一般1,200円、高大生800円
　　　　　　【常設展との共通券】
　　　　　　一般1,680円、高大生1,120円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

生誕120年　東郷青児展
夢と現

うつつ

の女たち2

甘く憂いを秘めた女性像で大衆に絶大な人気を誇った画家、東郷

青児（1897－1978）。陶器のようになめらかな絵肌と、モダンな

装飾性をまとったいわゆる「青児美人」は、昭和の美のアイコン

として、絵画のみならず装丁やデザインの分野においても一世を

風靡した。

生誕120年を記念して開催される本展では、「青児美人」の確立

に至るプロセスを中心に、代表作はもとより、これまで公開され

る機会の少なかった希少作や異色作までを網羅して紹介する。

日本最初期の前衛画家としての衝

撃的デビュー、西洋美術の古典か

ら最新動向までを吸収したフラン

ス留学期。帰国後は二科会の先鋒

を担いつつ活動の舞台を広げ、戦

後は強力なリーダーとして同会を

牽引。幅広い交友関係をもち、私

生活では恋多き男としても知られ

た。時代の空気を鋭敏に感知し、

大衆に理解され愛される芸術を追

求してやまなかった東郷青児の多

彩で華々しい画家人生を、本展で

は約60点の作品に写真や出版物などの資料をあわせて振り返り

ながら、その比類ない女性像の魅力と秘密にあらためて迫る。

期　　　間　2月16日（金）～4月15日（日）
　　　　　　火～金：10：00～20：00
　　　　　　月・土・日・祝：10：00～18：00
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで
休　館　日　2/19、2/26、3/5、4/2の各月曜日
会　　　場　あべのハルカス美術館
　　　　　　大阪市阿倍野区阿倍野筋1-1-43
　　　　　　あべのハルカス16階
　　　　　　TEL.06-4399-9050
観　覧　料　一般1,300円、高大生900円、小中生500円
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は半額

▶ 京都工芸繊維大学大学院建築都市保存再生学
コース　保存再生学特別研究会
　近代文化遺産における活用の意味を考える
日　時： 2月18日（日）13：30～
会　場：京都工芸繊維大学60周年記念館 2階大セミナー室
　　　　京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
　　　　（京都市営地下鉄松ヶ崎駅下車徒歩10分）
定　員：90名
入　場：無料（申込不要、当日先着順）
講　師： ポール・ミュルス（Paul Meurs／STEENHUISMEURS

主宰／元オランダ・デルフト工科大学教授）
　　　　金野幸雄（一般社団法人ノオト代表理事）
　　　　中川理（京都工芸繊維大学教授）
主　催：京都工芸繊維大学大学院建築学専攻
　　　　京都工芸繊維大学KYOTO Design Lab
後　援：DOCOMOMO Japan／日本イコモス国内委員会
問合せ：京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab
　　　　〒606-8585　京都市左京区松ヶ崎橋上町 1
　　　　http://www.d-lab.kit.ac.jp
　　　　Facebook：KYOTO Design Lab／Twitter：@kyotodesignlab

i n f o r m a t i o n

【重要文化財】
聖衆来迎図大小揃金具のうち鐔

後藤一乗作　個人蔵

《望郷》1959年
東郷青児記念 

損保ジャパン日本興亜美術館
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i n f o r m a t i o n

コレクション展2018－冬春
特集展示　はじまりの景色3

1 月から 4月は、新しい年を迎

え、学校でも仕事でも年度が改ま

る時期である。春は私たちの生活

と心に、何かがはじまる感じをも

たらす。

美術作品のなかにもさまざまな意

味で「はじまり」が感じられる作

品がある。春や朝、芽生えや誕生

をテーマにした作品もそうである

し、線や色、かたちという、造形

のはじまりになる要素をとくに取

り上げた作品、一人の作り手が初

めて作った作品もある。

作り手が初めて作った作品が残っていることはまれであるが、自

身の制作の出発地点を探る意識を持って作られた作品はときに見

ることができる。何を作ろうとしているかもわからないもどかし

さとともに、発見の喜びが感じられる作品は、技術はおよばなく

ても、作り手自身が深い愛着をもって残したと考えられる。その

当時の美術教育の方法によって、模写や、写生など試みの内容は

異なるが、それらの作品からたしかに新鮮な感じを受けることが

できる。

また、制作を続けていくうちに、特別なテーマを得た作り手が、

同じテーマを繰り返し描き、展開させていく連作に取り組むこと

がある。館のコレクションにも、そのはじまり「No.1」がタイ

トルに冠された作品がいくつかある。連作のはじまりと、その展

開を見ていくと、それが、そのひとの仕事を続けていく支えに

なっていることがわかる。こうした連作を見ると、制作が、ひら

めきばかりではなく、いかに有機的に、意識的に継続されて実現

されているものかと心を打たれる。美術は一握りの天才だけが関

われるものではなく、あらゆる人にあらかじめ開かれている場所

だと実感するからである。

そして、館の学芸員が、いまの、そして、これからの自身の研究

のはじまりになると考えている作品も、あわせて紹介する。

期　　　間　4月15日（日）まで
　　　　　　9：30～17：00
　　　　　　※入場は16：30まで
休　館　日　月曜日（ただし2/12は開館）、2/13
会　　　場　和歌山県立近代美術館　 1階展示室
　　　　　　和歌山市吹上1-4-14
　　　　　　TEL.073-436-8690
観　覧　料　一般340円、大学生230円
　　　　　　＊ 高校生以下、65歳以上の方、障がい者手帳等を

お持ちの方、県内に在学中の外国人留学生は無料

至上の印象派展
ビュールレ・コレクション4

スイスの大実業家エミー

ル・ゲオルク・ビュール

レ（1890－1956年）は、

生涯を通じ美術品収集に

情熱を注いだ傑出したコ

レクターとして知られて

いる。主に16－18世紀の

オランダ派から20世紀の

近代絵画に至る作品、中

でも印象派・ポスト印象

派の作品は傑作中の傑作

が揃い、そのコレクショ

ンの質の高さゆえ世界

中の美術ファンから注

目されている。 この度、

ビュールレ・コレクショ

ンの全ての作品がチューリヒ美術館に移管されることになり、コ

レクションの全体像を紹介する最後の機会として、日本での展覧

会が実現することとなった。

本展では、近代美術の精華といえる作品64点を展示し、その約

半数は日本初公開である。絵画史上、最も有名な少女像ともいわ

れるルノワールの《イレーヌ・カーン・ダンヴェール嬢（可愛い

イレーヌ）》、スイス国外に初めて貸し出されることになった 4

メートルのモネ晩年の睡蓮の大作など、極め付きの名品で構成さ

れるこの幻のコレクションの魅力のすべてを、多くの方々にご堪

能いただきたい。

期　　　間　2月14日（水）～5月7日（月）
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　（毎週金・土曜日、4/28～5/6は20：00まで）
　　　　　　※入場は閉館の30分前まで
休　館　日　火曜日（ただし5/1は開館）
会　　　場　国立新美術館　企画展示室1E
　　　　　　東京都港区六本木7-22-2
　　　　　　TEL.03-5777-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,600円、大学生1,200円、高校生800円
　　　　　　＊中学生以下無料
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料

本欄掲載の1～4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（82円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

村井 正誠《ロンバルディア》
1929（昭和 4）

油彩、キャンバス
ピエール＝オーギュスト・ルノワール
《イレーヌ・カーン・ダンヴェール嬢

（可愛いイレーヌ）》
ⒸFoundation E.G. Bührle Collection,

Zurich（Switzerland）
Photo: SIK-ISEA, Zurich（J.-P. Kuhn）



建築と社会■2018.230

日本建築協会
月間の動き  平成29年12月

編集委員会（平成29年度）
■副会長
　米井　　寛
　本多　友常
■編集担当理事
◎勝山　太郎
　佐藤　榮一
　杉本　　浩
　竹中　統一
　西　　博康
　松崎　公一
　船越　淳久
　吉村　英祐
　香西喜八郎
■副委員長
○戸川　勝之
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　松田奈緒子
　三宅　次郎
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　神戸　嘉也
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
△中辻　浩介
　東　　拓郎
　樋口　展寛
　松岡　英緯
　三谷　帯介
　米山　剛史
　渡部　　剛
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　今井　充彦
　岩田　圭司
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　塚口　洋之
　ペリー史子
■構造分科会
△伊藤　栄治
　岡田　　健
　岸本　光平
　瀧野　敦夫
　角田　耕一
　蘒原　　学
　前沢　皓生
　宮久保秀樹
　向井　洋一

■設備分科会
　有尾清二郎
　木谷　晃之
　北野　勝也
　佐々木章二
　寺井　千佳
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山本　雅洋
■施工材料分科会
　東　　　琢
　木谷　在憲
　桜井　和男
△髙橋　秀一
　藤丸　啓一
　山口　紀宏
　山﨑　順二
　吉田　正友
■法令分科会
　磯林　雅之
　黒川　正樹
　河野　　学
△小林　智成
　武田　知士
■作品作風小委員会
　東井　嘉信
　居内　章夫
　池上　　明
　稲垣　和江
　太田　栄治
▲加嶋　章博
　菊池　浩輔
　倉渕奈千子
　澤田　純一
　髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　芳谷　晴彦
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△幹事

印　　刷　2 0 1 8 年 1 月 29 日
発　　行　2 0 1 8 年 2 月 1 日
発 行 人　一般社団法人日本建築協会
　　　　　大阪市中央区大手前1-7-31
　　　　　電　　話　　06-6946-6981
印 刷 所　㈱ 中 島 弘 文 堂 印 刷 所
定　　価　1230円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

編集委員会

第 9回広告企画・編集合同委員会

12月11日（月） 18：00～18：50

日本建築協会会議室

出席者　勝山委員長ほか 3名

議　事（ 1） 1 月号特集

　　　　　　①東畑建築事務所創立85周年特集

　　　　　　②温泉と暮らす

　　　（ 2） 2月号特集　第24回私の空間作法

　　　（ 3） 3月号特集　東海支部特集

　　　（ 4） 4月号特集　特別編集委員会特集

　　　（ 5）その他

2018年 4月特集号第 3回特別編集委員会

12月11日（月） 19：00～20：30

日本建築協会会議室

出席者　勝山委員長ほか10名

議　事（ 1）企画の決定

第 1回建築計画系分科会

12月15日（金） 19：10～21：30

こんご天満橋本店

出席者　中辻幹事ほか 6名

議　事（ 1）2017年特集を振り返って

　　　（ 2）今期分科会運営について

　　　（ 3）2018年特集について

第 8回設備分科会

12月 6 日（水） 18：00～19：55

日本建築協会会議室

出席者　橋本幹事ほか 7名

議　事（ 1）2018年特集の企画

　　　（ 2）「設備の頁」の企画

第 7回法令分科会

12月13日（水） 15：00～16：40

日本建築協会会議室

出席者　小林幹事ほか 6名

議　事（ 1）法令コーナーの企画

　　　（ 2）2018年特集の企画

第 9回作品作風小委員会

12月21日（木） 19：00～20：00

日本建築協会会議室

出席者　加嶋小委員長ほか 5名

議　事（ 1）作品の選定

　　　（ 2）作品の掲載状況、予定

　　　（ 3）gallery掲載報告、予定

　　　（ 4）その他

次世代委員会

第 3回2040委員会

12月18日（月）19：30～21：00

ヨシナガヤ

出席者　駒井リーダーほか 5名

議　事（ 1）企画内容

　　　（ 2）今後の委員会活動

第 3回Ｕ-35小委員会（分科会）

12月 4 日（月） 19：30～

大成建設

出席者　三谷リーダーほか 5名

議　事（ 1）企画

第10回U-35小委員会

12月12日（火） 19：30～

日建設計

出席者　三谷リーダーほか 6名

議　事（ 1）活動／予定

　　　（ 2）次回予定／その他

第11回U-35小委員会

12月26日（火） 19：30～

梓設計

出席者　三谷リーダーほか 6名

議　事（ 1）活動／予定

　　　（ 2）次回予定／その他

第 4回建築次世代委員会

12月 6 日（水） 18：30～20：15

安井建築設計事務所会議室

出席者　菅原幸也委員長ほか 4名

議　事（ 1）委員会の活動方針、今後の進め方

　　　（ 2）その他

出版委員会

第 8回出版委員会

12月26日（火） 18：00～18：45

日本建築協会会議室

出席者　西委員長ほか 4名

議　事（ 1） 既刊書籍経過報告

　　　（ 2） 制作進行中の書籍

　　　（ 3） 今後の出版テーマ

　　　（ 4） 既刊書籍を用いた講習会の企画

教育委員会

大阪府住まい・まちづくり普及協議会全体会議

12月15日（金） 10：30～12：00

大阪建築会館会議室

報告・議題

　　　 1．出前講座の実施

　　　　 1）名刺について

　　　　 2）マニュアル作り

　　　 2．その他

　　　　・次回の日程

懇親会

2017年建築関係団体合同忘年懇親会

12月14日（木） 18：00～20：00

太閤園別館ガーデンホール

参加者　240名
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企画：日本建築協会　発行：学芸出版社

出版図書一覧
当協会会員の方で、当会でのご購入を希望される方には、特価：本体価格の 1割引＋税にて販売しております。
詳しくは（一社）日本建築協会事務局（TEL 06-6946-6981、FAX 06-6946-6984、E-mail soumu@aaj.or.jp）まで。

直感で理解する！　構造設計の基本
山浦晋弘 著
A5判　216ページ　定価　本体2,400円＋税
設計・監理・施工者のための
建築品質トラブル予防のツボ
仲本尚志・馬渡勝昭 著
A5判　248ページ　定価　本体2800円＋税

改訂版　イラストでわかる　消防設備の技術
中井多喜雄 著　石田芳子 イラスト
赤澤正治・岩田雅之・西博康 改訂監修
B5判　216ページ　定価　本体3,000円＋税

写真マンガでわかる 住宅メンテナンスのツボ
玉水新吾・都甲栄充 著
A5判　248ページ　定価　本体2,800円＋税

主婦建築家と考える 住まいづくりのウソ?ホント?
井上まるみ 著
四六判　184ページ　定価　本体1,800円＋税

プロが教える 住宅の植栽
藤山宏 著
B5判　176ページ　定価　2,800円＋税

住宅エクステリアの100ポイント
計画・設計・施工・メンテナンス
藤山宏 著
A5判　232ページ　定価　本体2,500円＋税

第二版 環境と共生する建築 25のキーワード
大西正宜 著
A5判　240ページ　定価　本体2,600円＋税

〈プロのノウハウ〉シリーズ
写真マンガでわかる　工務店のクレーム対応術
玉水新吾・青山秀雄 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

現場直伝！ 躯体工事の100ポイント
中川徹 著
四六判　220ページ　定価　本体2,200円＋税

写真マンガでわかる 建築現場管理100ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

建築主が納得する住まいづくり
Q&Aでわかる技術的ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

第三版 建築基準法を読みこなすコツ
高木任之 著
四六判　280ページ　定価　本体2,600円＋税

Q&Aでわかる新築・増改築のポイント

図解　一発で通す！確認申請
確認申請をスムーズに通すために、実務で注意すべき間
違えやすいポイントが満載。申請業務に必携の一冊。

著者　野口元・平沢隆志・仲本尚志
B5判　192ページ
定価　本体3,200円＋税

近刊平成29年 3月発行

暮らしから考える設計のポイント

図解　住まいの寸法
玄関、トイレ、洗面室など住まいの13の空間の機能と要
素を整理し、生活に支障のない理にかなった寸法を紹介。

著者　堀野和人・黑田吏香
A5判　200ページ
定価　本体2,600円＋税

近刊平成29年 7月発行

原因調査と対策のポイント

図解　雨漏り事件簿
雨漏りの原因調査と対策にプロ集団「雨漏り110番」が、
多数の生の事例をもとに実務に役立つポイントを解説。

著者　玉水新吾・唐鎌謙二
A5判　216ページ
定価　本体2,500円＋税

最新刊平成30年 1月発行

建築現場のコンクリート技術
コンクリートの基本知識、発注の仕方から、品質管理、
調合、打込み、劣化・検査と維持補修まで、「そこが知り
たい」「今さらきけない」ポイントを解説。

著者　柿﨑正義・玉水新吾
四六判　220ページ
定価　本体2,000円＋税

近刊平成28年 7月発行



建築と社会■2018.232

● ～

●

●

私の空間作法
─会員作品─
京阪電車 中之島線─新
線が拓く中之島新時代─

● 水の都 にぎ
わいのある未
来に向けて

● 東海─TOKAI
オムニバス

● 楽しい福祉 ● 体 感 する
インテリア

● 建築空間が
求める空気
環境（空気
質）

● 建築と水 ●実用レベル
で展開され
る施工管理
のIT化

●第56回
青年技術者

●地域の歴史
資産を活か
したまちづく
り

●第16回
会員作品特集
私の空間作法

●構造家日記
～頭の中を
のぞいてみ
たら～

● 創業110周
年記念特集
NIKKEN 
SEKKEI

● 建築とエコ
技術

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

● 食と建築・
都市

●ホスピタリテ
ィのあるケア
空間

● 太陽光発電 ● 建築と石 ●再生・受け
継ぐ・繋がる

●第57回
青年技術者

●建築ストック
社会の形成
への展望

● LED照明の活
用・将来を考え
る～人・地球へ
の思いやり～

●東京スカイツ
リー

● UR向ヶ丘第一団地スト
ック再生実証試験～ス
トック活用時代の夜明け
第17回　会員作品
の空

● BIMは設計
を変革する
か？

● 東海支部復活
50周年記念号
東海─TOKAI
オムニバス

●まちなかの
サードプレイス

● 変遷する
の置きど

こ

● ECO～建築
設備が出来る
ECO技術～

● 建築と土 ●鉄道駅に注
目する

●第58回
青年技術者

●火災に強い
建築を考え
る

●コンクリートと
いう素材

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

構造教育と
社会

（税込・送料別途）。

自然災害に
立ち向かう
力を求めて

今、私が思
う『和』

東 海 支 部
特集

第18回　会
員作品“私の
空間作法”

中国市場に
挑む

ZEB　ネット・ゼロ・
エネルギー・ビルを目
指して～低炭素社会
の実現に向けて～

建築と窓 巨大地震に
備える

第59回
青年技術者

超高齢社会
に求められ
る住まい

歴史的建造
物の保存活
用

身のまわり
の 世 界 の
「構造」を探
る

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●東畑建築事務所
創立80周年
U-35のまなざし
脱成長の時代を
考える

“らしくない”
空間
小特集
中之島フェステ
ィバルタワー

東 海 支 部
特集

第19回　会
員作品“私の
空間作法”

コミュニティの
“かたち” －人と
人とのつながり
を再考する－

無駄から見
える節電

第60回
青年技術者

グランフロ
ント大阪

素材として
の建築

建築に携わ
るものに求
められるこ
と

木の街をつ
くる

実験

● ● ●
●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ●エリアマネ
ジメントの
新展開に向
けて

融合する空
間 ～ 新 た
なる試み～

東海支部特集
小特集
「ABENO
REBORN」

第20回　会
員作品“私の
空間作法”

オフィスビル
設備の変遷
とこれから

オフィスの
これから

第61回
青年技術者

建築と時間 省エネ・低
炭素のこれ
までとこれ
から

大阪・上町台地・
あべのハルカス
複雑・高度化する
建築とその技術
について

でっかいもの
はすごいぞ

安井建築設
計事 務 所
90周年

＊

＊

＊

＊

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●フォー・オ
ールの時代
に向けて

場をつくる～
プログラムの
挑戦～リノベー
ションのリアル

支 部 復 活
5 5周年記
念 東 海 支
部特集

第21回　会
員作品“私の
空間作法”

あかり・文
化・創造

これからの
学びのかた
ち

第62回
青年技術者

建築の価値 空き家と向
き合う

職人がいなく
なる!!オリンピ
ックと10年後
に備えて

形態にあら
われた構造

『図面』を変え
る～BIMの深化
が誘う建設プロ
セスの変革～

1,230

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●都市の記憶
をたどって

東 海 支 部
特集

第22回　会
員作品“私の
空間作法”

人の移動・
物の移動・
情報の移動

第63回
青年技術者

おもてなし
と建築

UR都市機構
西日本支社～
暮らし輝く先駆
けのまちづくり

人 口 減 少
社会のまち
づくり

見えないものを
診る～新たな
技術による施工
管理・検査シス
テムへの展開～

構造を支え
る人と技術
のつながり

ボーダレス
～消失する
境界と拡張
する領域

非日常の棲
み処～寝泊
まりの進化

す

か

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●ニュータウ
ンから学ぶ
これからの
「計画」

日本の「建
築と社会を
繋ぐ」プロ
ジェクト100

東 海 支 部
特集

建築設備の
伝統と革新

第64回
青年技術者

100年前の建築、
100年後の建築
～意匠・空間の
視点から～

観光立国を
目指した宿
泊施設につ
いて

100年前の建築、
100年後の建築
～施工・材料の
視点から～

社会と繋がる
ディテール

関西で木と
生きる

時間軸に挑むク
リエイター達　
～時をデザイン
するということ

第23回　会
員作品“私の
空間作法”



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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